
荒木記念東京リバーサイド病院 院内感染対策指針 

 

1. 院内感染対策に関する基本的な考え方 

院内感染対策を安全な医療を実践する上で最重要課題ととらえ、院内感染対策に病院

として取り組みます。標準予防策と経路別対策を実践し、当院の全ての職員は、感染

対策マニュアルを遵守するものとします。 

 

2. 院内感染対策のための管理組織機構 

院内感染対策委員会・感染対策チーム（ICT）を組織し、院内で発生する感染症に関す

る組織的対策及び予防に関し必要な事項を協議します。 

 

3. 職員研修に関する基本方針 

全職員対象に年２回の院内感染研修を開催する他、必要に応じて開催します。なお、

研修の内容（開催日・出席者・研修項目）について記録します。 

 

4. 感染症発生状況の報告に関する基本方針 

職員は院内感染対策マニュアルで定めた感染症が発生した場合、速やかに委員会に報

告します。院内感染対策委員会及び ICT は発生状況を把握し、的確な感染対策及び周

知徹底を図ります。また、必要時は所定の手続きに沿って発生の届出を行います。 

 

5. 院内感染発生時の対応に関する基本方針 

院内感染をいち早く特定し、迅速な対応が取れるよう情報管理を適切に行います。重

大な感染事例発生の場合は、院内感染管理者は臨時に委員を招集し速やかに発生の原

因を究明して改善策を立案し、実施する為に全職員への周知徹底を図ります。また、

感染症流行期には院内感染対策のため面会制限にご協力いただくことがあります。 

 

6. 患者等に対する指針の閲覧に関する基本方針 

患者さんが安心して医療を受けられるよう「東京リバーサイド病院 院内感染対策指

針」を院内に掲示します。疾病の説明とともに、感染対策についても説明して協力を

求めます。 

 

7. 感染対策における地域連携への取り組み 

感染対策向上加算Ⅰを取得した連携病院、管轄の保健所、医師会等の外部機関へ適宜

助言を求め、支援を受けながら感染対策へ取り組みます。協力施設の求めに応じて適

切に支援・連携を行います。 

 

8. その他院内感染対策の推進に必要な基本方針 

全職員が遵守すべき院内感染対策の方法は、院内感染対策マニュアルに示します。院

内感染対策マニュアルは、委員会で作成・審議・承認のうえ定期的に改訂をします。 
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